
日本放射線技師教育学会論文誌投稿規程 
 
【名称】 
第１条 日本放射線技師教育学会（以下、本学会という）は、論文誌｢日本放射線技師教育学会論

文誌｣（以下、論文誌という）を年１回以上刊行する。 
 
【目的】 
第２条 論文誌の刊行は、診療放射線技師教育に関する調査研究の充実発展ならびにその成果の

普及という本学会の目的（本学会の定款第２条）を達成するための事業の一つとして行

う。 
 
【種別】 
第３条 論文誌は、次に定める種別の論文を収録する（以下、まとめて論文という）。 
    １）原著   未発表の内容を含む研究論文 
    ２）資料   研究、教育に関する資料、調査報告など 
    ３）寄稿   教育の向上に資すると考えられる事項をまとめたもの 
 
【投稿の原則】 
第４条 論文は会員が自発的に執筆し自由に投稿するものである。学術雑誌に投稿中、採録決定、

あるいは掲載済みの論文と内容が同一の投稿原稿は採録しない。採録後に二重投稿の事

実が判明した場合は採録を取り消す。筆頭著者は原則として本学会会員に限るが、共同

著者はこの限りでない。また、掲載論文の内容についての最終責任は著者が負うものと

する。 
 
【執筆方法】 
第５条 著者は別に定める執筆要項にしたがって、原稿を執筆しなければならない。 
 
【審査】 
第６条 論文の採否は、編集委員会が審査の上決定する。審査は、編集委員会が依頼する査読者

と編集委員で行う。 
 
【著作権】 
第７条 論文誌に掲載された論文の著作権は、日本放射線技師教育学会に帰属する。したがって、

本学会が必要と認めたときは、論文等の複製・転載を行うことができる。また、第三者

から論文等の複製あるいは転載などの許諾要請があった場合、本学会で適当と認めたも

のについて許諾することができる。 
 
【変更】 
第８条 この規程は理事会の議を経て変更することができる。 
 
【附則】 
    この規程は平成 20 年 7 月 1 日より施行する。 



 
日本放射線技師教育学会論文誌執筆要項 

 
 
１． 論文様式は、以下に定める通りとする。論文を執筆するにあたっては、本学会ホームページ

に置いてある論文サンプル（ダウンロード可能）を参照しつつ、詳細については下記に定

めるところによるものとする。 
２． 論文は、A4 版、余白（上 30mm、下 25mm、左 25mm、右 25mm）、2 段組とする。ただ

し、邦文タイトル、英文タイトル、邦文著者名、英文著者名、邦文アブストラクトについ

ては１段組とする。 
３． 論文長は、特に定めないが、Ａ4 版 8 頁以内を原則とする。 
４． 論文のフッターには，ページ番号を記載する。 
５． 邦文タイトル：標準書式、MSP ゴチック、太字、16 ポイント（あるいは、同等。以下同

じ）、両端揃え。 
６． 英文タイトル：標準書式、Century, Bold, 12 ポイント、両端揃え。 
７． 邦文著者名：標準書式、MSP ゴチック、太字、14 ポイント、両端揃え。 
８． 邦文著者の各著者に脚注で現在の所属を記す。脚注の記号は自由とする。 
９． 英文著者名：標準書式、Century, Bold, 10.5 ポイント、両端揃え。 
１０． 英文著者名と次に続く邦文アブストラクトは 2 行改行。 
１１． 邦文アブストラクト：標準書式，MS 明朝、10 ポイント，両端揃え。 
１２． キーワード：３～５つのキーワードを記述する。 
１２． キーワードと次に続く第 1 章タイトルは 2 行改行。 
１５． 章タイトル：標準書式、MSP ゴチック、太字、12 ポイント、中央揃え。 
１６． 本文：標準書式、MS 明朝、英字と数字は Century、10.5 ポイント、両端揃え。 
１７． 章末と次章の章タイトルは 1 行改行。 
１８． 節タイトル：標準書式、MSP ゴチック、太字、10.5 ポイント、両端揃え。 
２１． 文献：文献番号は，出現順に[1], [2], …と付与していく。文献の書式は、邦文は MS 明朝、

英文は Century、10 ポイント、両端揃え。 
２２． 論文末の著者紹介：氏名は標準書式、MSP ゴチック、太字（10.5 ポイント）、両端揃え。

紹介文は標準書式、MS 明朝（9 ポイント）、両端揃え。 
２３． 図表：図の場合は下、表の場合は上に邦文のキャプションを記載すること。また、挿入す

る図表の直前･直後の文章との間に 1 行改行すること。なお、キャプションは 10 ポイント

とし、邦文は MS 明朝、英文は Century とする。図の色調はモノクロのみとする。カラ

ーが必用な場合はその費用は全て著者負担とする。費用は図版の数などにより異なる

が、かなり高額となるので事前に編集委員会あてに照会することが望ましい。 
２４．文章：「である」調、句読点としては全角ピリオド「.」と全角カンマ「，」を使用する。

語句は出来るだけ日本語を用い，やむをえない場合はカタカナ書きとする。 
２５．投稿先：投稿先は日本放射線技師教育学会事務局とする。住所は下記の通りである。 

〒510-0293 三重県鈴鹿市岸岡町 1001-1 

鈴鹿医療科学大学保健衛生学部放射線技術科学科内 

日本放射線技師教育学会事務局 

E-mail：mutorepo@suzuka-u.ac.jp 



 

「日本放射線技師教育学会論文誌」投稿票 
 
[＊は記入しないこと] 
 
＊受付 No． 
 
＊  年  月  日受付／  年  月  日改訂／  年  月  日再改訂 
 
 
１．原稿の種類（執筆原稿に○印） 
 

原  著 ・ 資  料 ・ 寄  稿 ・ その他（     ） 
 
 
２．表題 
 
 
 
３．著者名 
 
 
 
 
４．連絡先（住所・所属機関名） 
 
 
 
 
 
５．投稿に関する誓約 
 上記論文は、他誌にすでに発表された論文あるいは投稿中もしくは投稿予定ではないこと、

倫理上問題のないこと、共著者全員が原稿に眼を通し内容について熟知していることを誓約

いたします。なお、掲載された論文の著作権は日本放射線技師教育学会に帰属することを了

承します。 
 

署名（自筆） 

 

 


